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はじめに

　

陸上動物群のなかでもっとも豊富に動物がすんで

いるところは，土壌学でＡｏ層と呼ばれる落葉が敷

きつめられた土壌表層部だといわれる。土壌表層部

は無脊椎動物を中心とする微小動物の生息環境とし

ては多湿環境であり，餌となる落葉が多量に存在

し，成層構造が発達して土壌動物の生息空間が豊か

であるためとされている（青木, 1978)。この土壌

上層部の環境に依存して生活する脊椎動物がモグラ

科動物に属するヒミズ類である。ヒミズ類は国内で

はヒミズ(Urotrichustalpoides)とヒメヒミズ（Dymecodon

pillrostris)の２種が知られている。ヒメヒ

ミズはトガリネズミの生活形に近く，ヒミズはモグ

ラ（ミズラモグラやアズマモグラ）に近い生活形を

していると言われている。つまり，ヒメヒミズはAo

層の上層に，ヒミズはＡｏ層の下層またはＡ層の上

層に生活しやすい身体に適応進化している（今

泉, 1973)。ヒミズは北海道を除く本州，四国，九

州に広く分布するのに対して，ヒメヒミズは四国，

九州および紀伊山地の一部と中部地方から東北地方

の山地から高山帯にかけて島状に孤立して分布して

いる（阿部ら, 1994)。

　

白山におけるヒミズ類については，水野らがこの

２種の分布を整理しているが（水野・八神,1985),

その後筆者らが整理した資料（石川県,1999)と近

年の野外調査から得られた新しい資料が集積してき

たため，あらためて２種の分布について整理するこ

ととした。

　

なお，本報告の一部は白山自然保護調査研究会お

よび環境庁委託高山帯脆弱性の評価と検討調査事業

の研究によるものである。

　

本報告の作成にあたり，貴重な資料を提供してい

ただいた八神徳彦氏を始め，県内外の多くの皆様，

資料整理をしていただいた中村真一郎氏，徳野力

氏，現地調査と標本作成などの協力をいただいた名

古屋大学大学院目加田和之氏に感謝申します。ま

た，日頃より標本の収集に協力いただいている白山

自然保護センターの職員の皆様に感謝いたします。

　　　　　　　　　

調査方法

県内で得られたヒミズ類２種について，これまで

の資料（石川県, 1999)とその後得られた資料を併

せて整理した。採集地は標準地域メッシュ・システ

ムに準拠して策定された都道府県別メッシュマップ

　

（環境庁,1997)による３次メッシュ（約１×1km)

を読み込んで整理した。分布図については本県で生

物分布図に使用している５kmメッシュ図（石川

県, 1999)に整理することとした。得られた資料は

できるだけ詳しい記録を掲載した。集落名しか判明

していなかった資料については１ｋｍメッシュ内の

森林などの標高を読みとることとした。なお，それ

ぞれの個体について判明している計測記録も一覧表

に整理した。

　　　　　　　　　

調査の結果

(１)石川県のヒミズ類２種の分布

(ヒメヒミズ)

　

本種の資料を整理したところ1974年以降，金沢市

７件18頭，吉野谷村６件６頭，尾口村４件15頭，白
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峰村32件39頭，合計49件78頭の資料が得られ,5km

メッシュで13メッシュに整理された（図１，付表

１）。確認された地域は犀川上流域，手取川上中流

域，尾添川一蛇谷川流域，白山亜高山帯など白山地

域に分布していた。このうち，犀川ダムに注ぐ標高

約400mのカン谷（金沢市二又地域）（渡辺,1983)

や標高500mの手取川ダム右岸域（尾口村釜谷・ク

マ谷周辺）のほか，標高600mの蛇谷川右岸域（吉

野谷村中宮三又）は本県における低標高地の分布域

となっている。本州最北端を除く全国的な分布傾向

は標高約1,000mに分布下限があると推察されてい

るので（富士山

　

約1,000m，磐梯山

　

約800～1,200

m，丹沢山

　

約900m : 今泉, 1973；木村, 1984；

小林, 1971)白山地域は全国的に見ても低標高地に

分布している地域と思われる。特にカン谷は標高400

mの低山帯であり，国内でもっとも低地に分布す

る注目される地域の｡一つであろう（ただし，下北半

島の風間浦村と大畑町では標高100m付近でヒメヒ

ミズが採集されている。子安未公表資料）。また，

白山の主要登山道の一つである砂防新道にある甚ノ

助小屋周辺で１日に５体採集された例がある（大

沢, 1976)。吉野谷村中宮の白山林道，白峰村の別

山登山口，釈迦新道などでは３個体以上収集されて

いる。さらに，最近の筆者らの調査によって南竜山

荘周辺で７個体採集している。なお，これまで本種

の石川県における最高標高分布地はトンビ岩付近の

標高2,400mであったが（大沢, 1976),今回の標

本整理によって本種が確認された最高標高地点は四

塚山付近の標高2,470m (1996年10月12日野上達也

採集）によるものであった。

ヒメヒミズ ヒミズ

図１

　

石川県のヒミズ類の分布

　　　　　　　

(石川県, 1999に加筆訂正)

　

（ヒミズ）

　

本種は金沢市14件156頭，吉野谷村32件32頭，白

峰村30件32頭，鶴来町８件８頭，能登島町13件13頭

など16市町村から119件320頭の資料が得られ（付表

2), 5kmメッシュ図で31メッシュの分布が認め

られた（図１）。これらの結果，本種の主な分布域

は穴水町，志賀町，中島町のほか能登島を含む中能

登地域と白山地域を中心とする加賀地域にわたって

広く分布していた。県内では，ヒミズは低地から標

高約1,500mの山地帯に分布しているとされてきた

が（水野・八神, 1985),筆者らの1996年以降の調

査によって万才谷周辺（標高2,450m),千蛇が池登

山道周辺（標高2,500m)および南竜ヶ馬場周辺（標

高2,060m）などで初めて採集確認され，白山高山

帯～亜高山帯にヒミズの分布域が拡大している可能

性が示唆された（子安・林, 1997)。徳田(1969)

によればヒミズとヒメヒミズの分布境界は「南方に

くると高くなっている」と指摘しているが，筆者ら

の採集調査（子安・林,1997)によって高山帯での

分布が確認されるまで，ヒミズは石川県内では低地

から山地帯の分布種と認識されていた。ヒミズが高

山帯に分布している事例は北アルプス大日岳（標高

約2,400m)や妙高山（標高2,445m)の採集例が知

られているが（北原, 1985；1995),多くは知られ

ていない。1960年代に調査を行った徳田は，国内に

おけるヒミズの高標高地の分布は上高地や八ヶ岳で

は標高1,700m,御岳は標高1,800mと報告し（徳

田, 1969),今泉も本州では低地から標高1,700m

まで分布していると述べている（今泉, 1960)。北

原(1986)は低地帯に主な分布域のあるハタネズミ

が立山，黒部五郎岳などの北アルプスの高山帯に進

出し，近縁種のヤチネズミと置き換わっていること

を示したが，高山帯の植生が安定し，土壌形成が進

むなど環境が変化すれば，競合する近縁種間に微妙

な影響をあたえずにはおかないであろう。Ao層や

Ａ層といった土壌構造に依存して生活しているモグ

ラ科動物であるヒミズはヒメヒミズよりもっと土壌

の発達した地域を好むといわれているので（今

泉, 1973),白山地域のヒミズの分布地の発見事例

は当地域の土壌環境が変わってきている可能性があ

る。一方，ヒミズが高山帯に分布する事例も認めら

れているので（北原, 1985),白山の高山帯におけ

るヒミズ類の資料を集積していくことが今後の課題

である。
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図２

　

日山地域のヒミス類の分布

　

（２）白山地域のヒミズとヒメヒミズの同所的分布

　

石川県のヒメヒミズの主な分布域は手取川支流の

尾添川流域から南部の白山地域である。５ｋｍメッ

シュで12メッシュの分布が確認されているが（図

1), 1kmメッシュ（３次メッシュ）では25メッ

シュである（図２）。白山地域のヒメヒミズは低山

帯から亜高山帯まで広範囲な分布が認められ，ヒミ

ズと混生した地域も認められた。この25メッシュ（１

kmメッシュ)のうち，ヒメヒミズとヒミズが混生

して生息が確認されている分布地は犀川上流域で１

メッシュ(金沢市二又)，尾添川流域で６メッシュ

　

(吉野谷村中宮三又，白山林道，尾口村岩間温泉，

新岩間温泉，楽々新道登山道)，手取川上流域で５

メッシュ(白峰村市ノ瀬,別山道登山口，別当出合，

南竜ケ馬場),合計11メッシュの地区で認められた。

このうち，標高約850mの白峰村市ノ瀬地区，標高
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図３

　

南竜ヶ馬場のヒミズとヒメヒミズの採集地の分布（2000.10.15～17）

2,060mの亜高山帯の南竜ケ馬場ではほとんど同じ

場所（数ｍ以内）において２種の生息が確認され

ているので，生態的地位のよく似た２種の白山地域

における動態については今後の研究課題である（図

3, 4)。八ヶ岳や尾瀬，ぶ賀高原，富士山の２種

の混生地を含めた高度分有を比較した今泉によれば

　

(1973),ヒメヒミズは八ケ岳では標高1,800mか

ら

上

部に分布し，混

生

｡地域は標高1,800～2,000m，

尾瀬では標高1,300～1,600m周辺に，志賀高原で

は標記1,350～1,550m周辺が混生地区となってい

る。これら３地区の混生分有域は標高差200～300m

程度である。これにくらべると白山では標高400m

～2,470mに混生分布しているので，混生している

庭直分布域は標高差約2,100mもある。このような

白

山

の垂直分布の状況は富士山の垂直分布に似てい

る

（富士山

のヒメヒミズとヒミズの混生域は標高

1,000m～2,400mとみられており，混生している２

種の

垂直

分布は標高差約1,400mである）（今

泉, 1973)。これは徳田（1969）が指摘しているよ

うに

，ヒメヒミズの分布を決定している最も

大

きな

要素としての「

拮

抗種」のヒミズの分布動向による

ものと推察される。当地域は日本で有数の豪雪地域

であり，Ｖ字地形が発達し，土壌が形成しにくい地

域が多いことが，Ao

層

を中心とした土壌条件のい

い場所を選好して生息するヒミズの侵入を阻害して

八ヶ岳

　　

尾瀬

　

志賀高原

　

富士山

　　

白山

2, 500

2, 000

1, 500

1, 000

500

０

標
高
（
ｍ
）

■ヒメヒミズ

□混在

ロヒミズ

図

４　

ヒミズ

類

の良皮分布

　　　　　　　　

(今泉, 1973に加筆)

32



林・子安：石川県におけるヒミズ類の分布

いるのであろう。また，低地に土壌が形成しにくい

地域が多い反面，高地に,もヒミズの生息できる環境

が存在するような生態的多様性が他地域より高いと

考えられる。富士山の標高1,000mの青木ヶ原にお

いて，この２種が同所的に生息しているが，土壌条

件の違いが２種の棲み付きを可能にしているといわ

れている（今泉, 1981)。白山地域の市ノ瀬や南竜

ヶ馬場などの同所的な分布地も土壌条件や植生構造

など生態的な微細環境の違いがあり，これら２種が

同所的に棲み付くことが可能なのであろう。しかし

ながら，採集個体数の多寡から亜高山帯の南竜ヶ馬

場ではヒミズよりヒメヒミズが，市ノ瀬ではヒメヒ

ミズよりヒミズのほうが優位な生息状況にあると推

察される。
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